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東北タイ：ドンデーン村における農民移動

一一挙家移住を中心に一一

武邑尚彦

1 .はじめに

タイ固における農民移動の研究＝季節労働者、出稼ぎ農民を中心にRura l→ Urban 

Migrationとして議論されている（特に首都圏への移住が問題視される）

(EX.）＊北原 淳 「開発と農業J世界思想社 1982

引っ張り要因（工業化・都市化および畑作商品作物の拡大）

押し出し要因（米作収益の減少、米作地の土地細分化・土地喪失、貧困と現

金家計支出の増加）

両者の複雑な絡みによって職業的地理的移動をおこなう現象として一般化

来日本の研究：野尻重雄「農民離村の実証的研究」農山漁村文化協会 昭和53年

挙家移住という農家経済全体の移動を対象にした研究は、タイではあるのか？

D D村の調査では： Rura l→ Rural Migrationが主流（福井 1985報告〉

［報告の目的］

1965～81年における DD村の挙家移住の実態を分析し、その特徴を明らかにする。

涼 RuraI→ Rural & Rural→ Urban川grationの特徴理解

［資料の限界］

1964～65年の水野調査時における在村世帯と 1981年詞査時における在村世帯の両時

点、からそれぞれの世帯の家族史を検討し、挙家移住世帯を検出分析したく村の古老か

らの聴取りを含む）。したがって、この17年間に結婚後村内別居→移出したもの、移

入→移出したものは含まれていない。この両者の検出は、我々の資料からはほとんど

不可能。

[1965～81年における DD村の移住・滞留世帯数］
移出＝25 継続在村＝ 107 （世代交代29戸を含む〉移入＝ 16 村内別居＝53

＊ただし、乙の問に賃金労働者として挙家移出したが、 1～3年後に帰村したもの

3戸が確認されている。行先：①ラオス②KK県ノングルア郡③ウドン県ウドン市

fr':ル乃’
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2.挙家移住の実態

1 ) .全般の傾向（表 1, 2) 

A.移出は1974年以前に、移入は1975年以降に集中

B. H N Dに限れば、早魁・洪水と関係ありそう

c.移入が1975年以降に集中するのは、村経済における現金獲得部門の増大と関連
している可能性が大、同様にHN Dも村の経済構造と関連しているのでは？

2) .移出（25戸）

2 - 1) .移出理由（表 1-1 ) 

①H ND : 16、②農業以外の職を求めて： 5、＠老親扶養のため： 1、④老親が

娘の世話を受けに： 1、⑤再婚のため： 1、＠村人に恥じる事あって： 1

2-2). HND 

A.移出先と移出年〈表 1-2) 

①U Dへは1974年まで、 10戸

②T Pへは1974年のみ、 3戸

③C Pへは1976～77年に、 3戸
B.村内の近親〈表 1-3) 

近親が残留しているもの： 16戸中2戸のみ、他は村内に近親なし

近親が先発隊として先行しているく図表なし）

c.移住形態（表 1-4) 
親・娘世帯での集団移住が多い、姉・妹世帯の場合もある

D.農地所育状況（表 1-5, 1-4) 

移住時における所有農地は 0～49raiに分布
親・娘世帯の集団移住の場合には、娘が農地非所有の場合がある

農地非所有の娘を除けば、その他の世帯の所有農地面積は比較的大きい

2-3). HN  D以外の移出

A.移出先と移出年〈表 1-6) 

同一行政区内（ノンコイ、ドンノイ、ドンハン）へ5、 (1965～73) 
コンケン市内へ 3、 ( 1967～79) 
MS  Kのコスムピサイ市へ 1、 (1969) 

一一いずれも東北タイ内である一一
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B.移出理由と農地所有状況（表 1-7) 

町に職が見つかった

地方都市に住んだ方が仕事の都合がよい

ノンコイ村へ出たものは、精米所経営のため

ドンハンの老親が病気になり、その世話をするため

村内に身寄りのない独居老女が、ドンノイ住の娘に世話を受けるため

HN D先で夫を亡くした未亡人がその子を連れて、ドンノイで再婚

村人に恥じる事（？）あって

一一「現在の不安定な生活状態の改善Jと読み取れる一一

都市への移出世帯は農地を所有しているものが4戸中 3戸（ 6～20rai）。その内
2戸は娘婿が職を得たため、農地を売却移住。残り 2戸はいずれも教員で都市居住の

方が都合がよかった。

同一行政区内への移出 5戸は、 2戸を除いて農地を所有（ 2～22rai）。しかし、
比較的小面積。

c. （図表なし）村内に近親者を持つものははとんどなく、近親は近隣村に在住

2-Ll）.移出のまとめと若干の考察

A.他県、他郡へのHN D移出が圧倒的多数。しかし、近隣都市への求職移出も見

逃せない。その他の移出は、近親関係に基づく生活状態改善のための移出が目立つ。

B.所有農地の規模で見ると、 HN Dと近隣都市への移住世帯は比較的大、これに

対して近隣村への移住世帯は小。この意味するところは？

所得階居（？）のあ石程度上位のものがHN Dあるいは都市への移住が可能であっ

たのか？

下位のものは、近隣村にいる近親との関係に生活状態改善を依存か 7

3) .移入（ 16戸）

3ー 1) .移入理由（表 2-Ll) 

①H N D失敗3、 ［移出後 9, l 'l, 38年後に近親（親姉妹）を頼って帰村］

②商店経営 1、 ［他出している娘が村内に宅地を所有、これを利用しての閉店］

③蓑子 1、 ［子なしのおばの元に妻をつれて蓑入、ただし住居は別］
④別居2、 ［近隣村の親元で同居していたが、 DDに宅地を求めて］

⑤洪水2、 ［近隣村ですでに世帯を構えて独立していたが、洪水頻発のため］

＝＂十一
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＠夫と削別 1、 ［夫が出稼ぎ先（3KK）で重婚、息子 1人と姉の世話になる、既に親

（死亡］

｜ ⑦妾死亡 1、 ［タープラで結婚、妻死亡、子連れで帰村］
＠住み易い（？） 4、 〔これは厳密に扱う必要あり、次の如し O ao夫の養母が村内

居住を望む、 b.夫婦で働いて宅地を DDに求めた、 c.ギャンプル好きの夫［なまけも

！の］、妻と離婚後再婚、夫の親元近くに住む、 d.コ力コーラで働く夫、農地なし、 D

' Dの妻方の親の近くに宅地をl詩人］
3 -2) .移人前の居住地（表2-1) 

①同一行政区内4、②県内他郡5、③県外郡部（東北タイ内） 7 

3 -3) .夫妻の出身地〈表2-3) 

いずれかが村内出身（夫13、妻6）、いずれも東北タイ内出身

3 -4) .先住地への移住理由（表 2-2) 

①失の婚出9 （多数）、②妻の賠出 1、③結婚後、夫の出生村へ別居2、④結婚後、

妻の出生村へ別居 1

3 -5) .入村後の状況〈表2-6) 

村内に近視（親・きょうだい・おば）がいる。

大多数のlO戸が近親から農地の相続・譲渡老受けている．

農地の相抗議渡を受けていないものも、農外就労し、現金収入源が比較的安定して

いる。しかし、一部には安定的就労状態にないものもあるが、近親から何らかの援助

を受けている。

3 -6) .移入のまとめと若干の考察

A.移入世帯主夫婦はそのいずれか（主に夫）が村内出身である．

B.先住地は、すべて東北タイ農村部である．

c.大多数が入村後、まるで確約されたかのように近親から農地の相続・譲渡を受
けている。恐らくは、生計維持方法についてかなり明確な見通しがあったのでは？

したがって、先住地よりはDDの方に生活上よりよい状況が設定されていたか、ある

いは設定される可能性がかなり大きかったと考えられる。

3.おわりに

移住先での近親の存在＝社会的・経済的安定への希求？

τ＝今一－－
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［その 1] 表 I• D D村におけ否年度別移出・移入・村内別居戸数（1965～1981年）

皐魁 移出戸数（理由）
洪水 IIHD その他

出村内別
居戸数移＂＜：昔） 耳写

タープラに東北地域農業セシタ一発足．

水野浩一氏DD村別査終了．
D D村～国道聞の道路ラテライト舗装．
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表 1-1 .移出理由別戸数（1965～1981年）
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表 1-2 • IINO移出世帯の移出年と移出先 (1965～1981年〉

戸数
合計
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～79 
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～74 
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～69 
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県ウドンタニ 2 8 一 一 1 0 
外チャイヤプム ー - 3 - 3 

1 6 3 
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表 1-3. HN  D移出世帯の移出先・年度別戸数と 1981年における村内近銀関係

村内の近親
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表 1-5. IIND移出世帯の移出目寺における農地所育面積
(1965～1981年〉

草書諒 民地面
積合計

L
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平均／戸＝20.90rai

表 l-6. IIND以外の移出世帯の移出年と移出先（ 1965～1981年）
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表2ー 1.移入世帯の先住地と入村年（1965～1981年）
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表2-2.移入世帯の先住地と先住地への移住理由
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表 2-4.挙家移入世帯の齢理由と京訴す年度
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表 2-3. 移入16戸の世帯主夫婦の出生地（ 1965～1981年）
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帰村理由
定詰住商喜店 養別洪夫妻住

1ロ'>. 

と のみ
別離 死易

移出理由 子居水 亡い 計

ハーナーディー 3 3 

夫の E自 2 1 5 9 

題I：！出生担ミ；：JI 1 
2 

lロ'>. 3 1 2 2 1 5 16 

Fhυ 
7
1
 
～

村

汀

ヨ

市

A
J
a
w

－nv
，，
 

印

て

／
6

、
、
、
L
V

村

つ
婦

を

。
て
め
子

）

っ

た

息

2
R貝
、

守

t
4中
b
t

’w

間

～

を

多

し

村

村

期
出
姉
て
が
別
帰
帰

村
凶
。
し
水
離
て
て

離
。
（
す
と
洪
と
れ
れ

に
）
た
返
子
・
・
夫
連
連

防
え
り
蓑
水
・
・
を
を

～
か
繰
の
洪
別
も
妻

（
臼
か
を
ば
離
ど
、

。
問
を
婚
お
居
夫
子
め

敗
（
金
再
・
・
別
、
た

失
反
借
、
子
り
ら
り
る

に
離
、
婚
養
よ
か
ょ
が

0
で
し
離
元
い
に
し

州
間
出
と
営
親
す
亡
寂

．
・
肢
を
妻
経
の
や
死
が

敗
親
手
で
店
村
み
の
母

失
で
に
先
商
隣
住
妻
養

住
先
労
D
．・近・・・・・・

定
川
博
州
経
・
・
い
亡
要

中
小

H
J

・
・
店
居
安
死
母

）
O
め
の
商
別
住
妻
養

注

中

小

中

小

中

小

中

小

＊

-.r--1-



表
2
-
6
.
挙
家
移
入
世
帯
の
移
入
理
由
と
移
入
後
の
状
況 移
入
後
の
状
況

働
。 労 働

問 い 労

討 履 い

久 日 一 底

（ の 日

作 外 の

小 内 外

の 村 内

入 、 村

他 り 、

、 送 亡

ベ け 仕 死

問 、 り に

5 か で

n J の す

ば 川 川 貌

P D U R H  

J 中 け

P 女 a

ら （ ぺ

か 娘 P

級 、 ら

の し か

夫 な 姉

〈 鋭 （
盟

反
緩
の
で
問 ）
旋 紋
続 事

敗 政 別

失 失 m

D D と

州 側 夫

移
入
理
由

19
66
 
7
2
 
73
 

、‘，，
v d  
，，， 
n k u  
n u  
n u  
q ，h  
n n H V  

エ ハ U ）

理 屋 内

修 髪 叩

車 数 ∞

転 ＋ n h

自 理 業 。

が 修 専 ） 務 作

嫡 、 車 業 内 勤 耕 ）

同 問 亡 転 廃 叩 ラ 同 々

、 死 自 、 卯 一 共 叩

亡 に 、 〉 丸 コ で 叩

死 で 〉 ） ． M 仔 カ ・ 引 の h

に す 引 一 地 計 業 コ ） 心 山 口

で 閥 抗 計 宅 ぺ 開 夫 ・ 引 ・ 4 務

す 、 コ ＋ J 店 、 ． H 地 勤

続 〉 n J i 叫 商 け ぺ 農 ラ

、 引 行 同 店 で は P の －

パ リ 計 P J A P の ぺ 萎 ば コ

m J P P ら た p i お 力

A J ら ら か つ ら 同 の コ

p p か か 母 あ か ぺ 夫 夫

、 り ら 摂 親 養 が 同 叫 J 、 、

か か の の の 地 の U し し

妹 姉 夫 夫 夫 ｛ 毛 萎 夫 な な

（ （ （ 〈 （ と （ （ 続 続

軍 事 事 温 室 長 車 豊 田 目 目

箆 溢 狙 担 却 の 担 調 地 地

帥 荊 市 市 市 底 刷 協 奮 闘 農

ま ・ 晶 子 品 手 品 寺 土 ・ ＆ 手 品 玄 守

） 村 〉

賂 ） 帰 請 て

縦 で ら 惣 し

の ラ か の と

々 プ 地 母 ） 子

再 － m 養 り 裳

（ 夕 日 の よ い の

敗 〈 の 夫 営 側 多 ば い

失 亡 綴 （ 経 （ が お 易

D 死 の い い 店 居 水 の み

州 委 萎 易 易 商 別 洪 夫 住

ト ト ふ み み ト ト ト ト ト

’E E ・ 内 J L －q 喝 u b b 」 ト L L ・『－－ q J b ・，A 内 J 白 内 《 u， ， ‘ 、 ， ， ‘ 、 ， ， 、 a f r t r p ， 、 、 ， ， ‘ 、 ， ， ． 、 ， t 、，，、、

75
 

。。司 1 0 6 n w u『 ， ． 守 ， ． 『 ， ． 勾 ， ．

作
制 柑
同
共

業 で

農 地
で 農

助 の

媛 ）
の 住

父 D

萎 段
、 の

手 妻

転
運 ）

草 ん げ

勤 め 叩

自 動 印

． ・ 社 し

夫 会 臼

、 務

〉 萎 勤

． 引 、 － フ

計 手 一

ぺ 転 コ

P 運 カ

、 り ・ ・ コ

か 夫 夫

親 、 、

の し し

夫 な な

（ 続 続

鐙 相 相
噛 削

る ＋
洪
水
が
多
い
p＞
・
住
み
易
い

2)
. 
)ltj
居
（
011
よ
り
）

80
 
81
 

－ h 1 句 ！

表
2
-
7
.
 
19
65
～
19
81
年
に
お
け
弓
移
入
世
帯
の
農
地
所
有
面
積
（
19
81
年
〉

農
地
面

積
合
計

戸
数
合
計

80
 
～
B
 1
 

75
 
～
79
 

70
 
～
74
 

19
65
 

～
69
 

移
入
年
度

所
有
面
積

16
.0
0 

2
2
.
1
3
 

3
9
.
6
0
 

15
.
。。

n －a R u n d q u ’A  

2
 

’A q u q u q u 一

I l － － 一

a=
O 
O<
a<
5 

5
~

a<
IO

 
IO

~
a<

l5
 

a=
l5
 

1
 6
 

3
 

1
 0
 

2
 

合
計
戸
数

9
2
.
7
3
 

7
3
.
7
3
 
15
.0
0 

(I
ra
 i
=0
. 
!6
ha
) 

3
.
0
0
 
1.
00
 

平
上
司
／
戸
＝
5.
Br
ai
 

合
計
荷
積




